
令和 6年 4月の問題-No.2

問題
出題図を図 1に示す。

図 1 出題図
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解答
図 2のように原点 O、小円の中心 A、大円の中心 B をとれば、大円の半径を Rとして、
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となり、直角三角形 OAB に三平方の定理を用いて
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が成立する。これを解いて R = 6を得る。よって、大円径=12寸となる。
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